
令和元年度研究成果中間報告書                 【新規：令和元～２年度指定】 

都道府県・ 

指定都市番号 

1 都道府県・ 

指定都市名 

北海道 研究課題番号・校種名 １ 中学校 

教科名 理科 

 

研究課題 

 

 学習指導要領の趣旨を実現するための学習・指導方法及び評価方法の工夫改善に関

する実践研究 

① 生徒の主体的な学びを促し，科学的に探究する力の育成に関する研究 

学
ふり

校名
が な

（生徒数） 北海道
ほっかいどう

教育
きょういく

大学
だいがく

附属
ふぞく

函館
はこだて

中学校
ちゅうがっこう

（313 人） 

所在地（電話番号） 北海道函館市美原３丁目４８番６号（０１３８－４６－２２３３） 

研究内容等掲載ウェブサイト URL https://www.facebook.com/huefzhak/ 

研究のキーワード 

 ○新たな疑問や発問 ○課題の設定 ○実験計画の立案 ○振り返り 

研究結果のポイント 

○生徒の「新たな疑問や問い」から学習課題を設定することによって，見通しをもって，課題解 

 決に向かおうとする様子が見られ，実験計画の立案に結びつけることができた。 

○オープンエンドの課題については，試行錯誤をしながら条件等に気付き，大まかな見通しを立

て，実際に観察・実験を行い，振り返りを通して改善を図る場面が見られた。 

○「各学年で主に重視する探究の学習活動」を意識した単元の年間指導計画の作成によって，生

徒が理科の見方・考え方を自発的に働かせて探究の過程を遂行するようすが見られた。 

 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

自然の事物・現象の中に問題を見いだし課題を設定し，予想や仮説を検証するための観察・実

験を計画し，課題を解決する学習活動の充実 

 

（２）研究主題設定の理由 

理科教育においては，課題の把握（発見），課題の探究（追及），課題の解決という探究の過程を

通じた学習活動の充実を図り，それぞれの過程において，資質・能力が育成されるように指導の改

善を図ることが大切である。そのため，中学校では，子供たちが小学校の理科の学習を通して身に

つけた問題解決の力をさらに高め，３年間を通じて，科学的に探究するために必要な資質・能力を

育成することができるよう，各学年で主に重視する学習過程を踏まえ，３年間の年間指導計画を立

てる必要がある。 

本校では，平成30年度，理科における資質・能力を育む実践的な研究として，新学習指導要領の

趣旨を具現化すべく，理科の学習過程において「自然の事物・現象から問題を見いだし，課題を設

定する」ために有効な学習活動の提案を行ってきた。 

 令和元（平成 31）年度は，これまでの研究の成果と課題を踏まえ，「課題を設定し，予想や仮説

を立て，検証するための観察・実験を計画する」一連の学習活動に注目し，研究を行ってきた。「課

題の設定から実験の遂行」までの一連の学習活動に着目した実践的な研究を通して，生徒一人一人

に理科で育成を目指す資質・能力を育むための学習指導の改善・充実を図るとともに，全国の公立

中学校の参考となるような研究を行っていきたいと考え，実践を積み重ねてきた。 



（３）研究体制 

 研究を進めるにあたっては，研究部を中心に，各教科で検討した内容を全ての教員が参加する研

究協議会で協議するなど，全校体制で取り組んできた。 

 

（４）１年目の主な取組 

 本校での教育研究大会で実践発表するなど，他校の先生方からの意見も参考に研究を進めてきた。 

令

和

元

年

度 

（６月～９月） 

・生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定の工夫・改善 

・「各学年で主に重視する探究の学習過程」を意識した単元の年間指導計画の作成 

・教育研究大会の実施及び指導計画に基づく授業実践 

（10月～11月） 

・教科研究会の実施及び指導計画に基づく授業実践 

（12月～１月） 

・本校における研究結果の検証 

・公立中学校における研究成果の検証 

（２月～３月） 

・中間発表を通した研究協議及び令和２年度の見直し 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

 「自然の事物・現象の中に問題を見いだし課題を設定し，予想や仮説を検証するための観察・実

験を計画し，課題を解決する」ため，生徒自らが問題を見いだす場面に重点を置き，問題解決を進

める中で次の３点を柱として研究を進めてきた。 

①生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定の工夫・改善 

 生徒が理科の見方・考え方を働かせ，「新たな疑問や

問い」を生み出せるよう，課題設定の工夫・改善に取

り組んだ。小単元の内容に関わりのあるテーマを教師

が示し，その中から生じた生徒の疑問や問いをどのよ

うに取り上げることが有効かについて検証を行った。

また，この検証については，公立中学校でも同様に実

施し，その結果を比較し検討を行った。 

② 探究の過程を振り返る学習活動の充実 

 ３年生では，単元のまとめの部分でオープンエンド

の課題に取り組む場面を設定した。これにより，それ



までに学習したことを活用し，理科の有用性が実感できる終末学習とすることができた。また，

探究の過程が俯瞰でき，この後の学習に生かすことができるように，テーマに取り組む生徒の状

況及びその時の教師の指導助言等に関わる表を高等学校の理数科の探究事例を参考に作成した。

表の作成により，生徒の状況把握がしやすくなるとともに，教える側が探究の過程を意識しなが

ら学習を円滑に進めることができた。 

③ 「各学年で主に重視する探究の学習過程」を意識した単元の指導計画の作成 

 生徒が理科の見方・考え方を働かせて，科学的に探究するために必要な資質・能力を養うために，

どの単元のどの場面が有効であるかを検討し，単元の指導計画の作成を行った。新学習指導要領解

説 理科編に示された具体例を基に，本校の生徒にどの教材で探究の学習過程を意識させるかを検

討した。 

 

（２）具体的な研究活動 

【実践例①】生徒の主体的な「新たな疑問や発問」を導き出す課題設定の工夫・改善 

 研究主題を解決するため，生徒自らが問題を見いだす

場面に重点を置いた。まず生徒に「新たな疑問や問い」

をもたせるため，学習の核となるテーマとして，右図の

ように「質問のタネ」として示した。そのテーマを基に

班内でオープンエンドの形で疑問や発問を考えさせた。

この疑問や発問を数多く出させる中から，班内で実験を

通して解決したいと思う課題を選び出させた。 

 今年度の実践例の一つとして，２年生での「化学変化と原子・分子」の単元において，化学変化

と質量の変化について，新たな疑問や発問から課題を設定し，それを基に実験計画を立案し検証す

る場面を設定した。学習の核となるテーマを「金属が燃焼したとき，金属と酸素の結びつく質量の

比は一定である。」と設定して，授業を進めた。班内でこれを基に様々な疑問が出され，その中から

実験を通して検証したいものを話し合わせた。この単元では，核となるテーマの中に実験の独立変

数となりうるものが複数あった。実際に独立変数として出されたものの例として「金属の種類」や

「金属の質量」，「熱する回数」などがあった。この

ようにばらつきが出てしまったため，生徒たちの考

えた疑問や問いが，収束する形にならなかった。単

元の途中で行う基礎的な観察・実験については，あ

る程度収束する実験計画の立案ができるように，学

習の核となるテーマをより吟味する必要があった。

テーマの中にどのような自然の事象・現象を示し，

その時に検討していく必要がある。 

【実践例②】探究の過程を振り返る学習活動の充実 

 ３年生のエネルギーを柱とする領域では，「(7)ア 

エネルギー」の単元の最後において「伝導・対流・

放射」の学習を行った。それまでに獲得した知識及

び技能を活用することで学習内容の定着を図ると

ともに，探究の過程を振り返りながら，学習内容の



意義や有用性を実感させることを目指した。生徒は，オープンエンドの課題ということで，実験計

画の立案から分析・解釈，そしてその振り返りまでを意欲的に取り組んでいた。グループの実験結

果を分析・解釈した後で，実験の条件をさらに最適なものに変更して実験を行っていた。 

 来年度の課題として挙げられたものは，その実験が普段の生活のどのような場面で役立つのか，

意義や有用性を感じる生徒が少なかった点である。日常生活を振り返り，どのような場面で学習内

容が生かされているのかをより意識させるために，実験計画の立案前に学習内容の意義や有用性に

ついても確認する必要があると考えている。この点は，次年度に取り組むべき課題である。 

【実践例③】「各学年で主に重視する探究の学習過程」を意識した年間指導計画の作成 

 単元の年間指導計画を作成する際に，「各学年で主に重視する学習過程」をどの場面で行うこと

が生徒にとって適切であるかを検討しながら整理を進めてきた。 

 新学習指導要領の解説を参考に，本校の生徒の実態も鑑みながら，どの場面において各学年で重

視する学習過程を進めるべきなのか実践を行いながら作成した。計画した教材や単元が，生徒に理

科の見方・考え方を自発的に働かせることができるものがあり，科学的に探究する力の育成に繋が

るものとなった。一方で，思うような学習過程を進めることができなかったものも見られた。来年

度は，学習内容をより精査しながら，指導計画の改善を図っていきたい。 

 

３ 研究の成果と課題（○成果●課題） 

○生徒の「新たな疑問や問い」から学習課題を設定することによって，見通しをもって，課題解

決に向かおうとする様子が見られ，実験計画の立案に結びつけることができた。 

○オープンエンドの課題については，試行錯誤をしながら条件等に気付き，大まかな見通しを立 

て，実際に観察・実験を行い，振り返りを通して改善を図る場面が見られた。 

○「各学年で主に重視する探究の学習活動」を意識した単元の年間指導計画の作成によって，生

徒が理科の見方・考え方を自発的に働かせて探究の過程を遂行することができた。 

●２年生の「新たな疑問や問い」から学習課題を設定する場面で，テーマの内容によって実験の

目的が拡散してしまう場合があった。テーマの内容や提示方法を改善する必要がある。 

●学習課題を設定する場面で，教師から考える視点を多く示し過ぎた。次年度は，主体的に課題

設定がなされるような工夫・改善を行う必要がある。 

●振り返りの場面に重点を置いた３年生の取組の中で，学習の有用性を実感できる生徒が少なか

った。今後各領域の担当者間で検討しながら，学習指導の工夫・改善を図りたい。 

●「各学年で主に重視する探究の学習過程」を意識した単元の年間計画の作成については，より

実践を踏まえ探究の過程を深めることのできるものを作成していく必要がある。 

 

４ 今後の取組 

生徒が主体的に「新たな疑問や問い」を生み出し，課題へとつなげることができるようにするた

めの手立てをより充実させていく。その際，生徒の学びの深まりにどのような変容が見られるかを

生徒質問紙やワークシートの再考，分析を公立中学校も含めて行い，有効な手立ての検証を行う。 

また，生徒の「新たな疑問や問い」を生かした課題設定が各学年で重視する学習活動に繋がるよ

うな単元の指導計画を再構成していく。 

 
 


